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広
大
な
ソ
バ
畑
で
、
ソ
バ
の
生
育
具
合
を

確
か
め
る
チ
ム
チ
シ
ン
さ
ん

（左
）
と
イ

ー
ビ
ス
ト
レ
ー
ド
の
ロ
シ
ア
人
社
員
川
７

日
、オ
ク
チ
ャ
ブ
リ
地
区
、西
村
大
輔
撮
影

脱。中国依存、会社化めぎす
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中
国
や
韓
国
の
企
業
が
続

々
と
農
場
経
営
に
乗
り
出
し
て
い

る

ロ
シ
ア
極
東
の
沿
海
地
方
で
、
東
京
の
商
社
イ
ー
ビ
ス
ト
レ

ー
ド
が
今
年
か
ら
、
地
元
農
家
と
提
携
し
て
ソ
バ
栽
培
を
始
め

た
。
５
年
後
に
は
日
本
の
ソ
バ
需
要
の
１
割
弱
に
あ
た
る
１
万

ン
ト
を
極
東
か
ら
輸
入
す
る
計
画
。
日
本
企
業
が
極
東
で
大
規
模

な
農
業
経
営
に
乗
り
出
す
初
の
ケ
ー
ス
と
な
り
そ
う
だ
。

日
本
の
技
術
を
指
導

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
北
約
１

５
０
ゴ
、
中
国
国
境
に
近
い
オ

ク
チ

ャ
ブ

リ
地
区

の
田
園
地

帯
。　
一
面
に
花
が
咲
く
約
１
０

０
診
の
ソ
バ
畑
で
、
生
育
具
合

を
確
認
し
て
い
た
地
元
農
家
の

チ
ム
チ
シ
ン
さ
ん
（
硝
）
は

「順

調
に
育

っ
て
い
る
な
」
と
う
な

ず
い
た
。
隣
で
は
、
カ
メ
ラ
を

持

っ
た
イ
ー
ビ
ス
ト
レ
ー
ド
の

ロ
シ
ア
人
の
女
性
社
員
が
花
や

実
の
状
態
、
乾
燥
機
の
性
能
に

つ
い
て
細
か
く
確
認
。
東
京
の

本
社
に
報
告
書
を
送
る
。

同
社
は
今
年
、
沿
海
地
方
の

３
農
家
と
栽
培
契
約
を
結
び
、

約
１
７
０
め
の
農
地
に
日
本
の

ソ
バ
と
近
い
品
種
を
選
ん
で
作

付
け
し
た
。
日
本
市
場
に
合
わ

せ
た
乾
燥
工
程
や
、
実
の
選
別

に
関
す
る
技
術
指
導
も
す
る
。

今
年
収
穫
す
る
２
０
０

ン
ト
の
う

ち
半
分
を
日
本
に
輸
入
す
る
予

定
で
、
ソ
バ
の
品
質
が
良
け
れ

ば
来
年
以
降
、

一
気
に
規
模
を

拡
大
す
る
。
い
ず
れ
は
中
国
や

韓
国
の
企
業
の
よ
う
に
合
弁
会

社
を
設
立
し
、
広
大
な
農
地
を

取
得
す
る
方
針
だ
。

同
社
に
よ
る
と
、
日
本
国
内

の
ソ
バ
の
需
要
は
約

１３
万
ト
ン

で
、
こ
の
う
ち
輸
入
が

１０
万

ン
ト
。
輸
入
の
８
割
が
中
国
か
ら

で
、
中
国

へ
の
依
存
度
が
き
わ

め
て
高
い
状
態
だ
と
い
う
。

ソ
バ
の
輸
入
先
の
多
角
化
を

模
索
し
て
い
た
食
品
商
社

「新

糧
」

（
本
社

・
東
京
）
が
、
中

国
以
外
か
ら
調
達
す
る
計
画
を

イ
ー
ビ
ス
ト
レ
ー
ド
に
持
ち
か

け
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ

っ

た
。
同
社

は
昨
年
ま

で
２
年

間
、
沿
海
地
方
で
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
原
料
と
な
る
菜
種
の

試
験
栽
培
の
経
験
が
あ
り
、
地

元
に
入
脈
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。

北
海
道
と
似
た
気
候

ロ
シ
ア
で
は
、
ソ
バ
の
実
を

ゆ
で
、
主
菜
の
付
け
合
わ
せ
な

ど
と
し
て
食
べ
る
。
生
産
量
は

多
く
、
ソ
バ
栽
培
に
経
験
豊
富

な
農
家
も
多
い
。
北
海
道
と
気

候
が
似
て
い
る
た
め
日
本
の
農

業
技
術
が
生
か
せ
る
利
点
も
あ

る
。
ソ
バ
は
長
期
の
輸
送
で
品

質
が
落
ち
や
す
い
こ
と
か
ら
、

日
本
か
ら
近
い
沿
海
地
方
は
理

想
的
だ
。
イ
ー
ビ
ス
ト
レ
ー
ド

の
山
田
康
夫
事
業
部
長
は

「
注

目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
実

は
沿
海
地
方
は
日
本
の
す
ぐ
隣

に
あ
る
大
穀
倉
地
帯
。
農
家
の

教
育
レ
ベ
ル
も
高
い
」
と
話
す
。

日
本
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小

麦
、
大
豆
な
ど
、
コ
メ
を
除
く

主
要
穀
物
の
９
割
前
後
を
輸
入

し
、
大
半
を
米
国
や
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
数
力
国

に
頼
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
穀
物

輸
入
は
極
め
て
少
な
か

っ
た
。

一
方
、極
東
で
は
、
ソ
連
崩
壊

後
の
経
済
混
乱
や
激
し
い
人
口

流
出
な
ど
で
、
広
大
な
耕
作
放

棄
地
が
生
ま
れ
た
。
世
界
的
に

食
糧
価
格
が
高
騰
し
た
２
０
０

６
～
０８
年
ご
ろ
か
ら
、
耕
作
放

棄
地
を
格
安
で
借
り
る
形
で
、

中
韓
の
企
業
が
農
場
経
営
に
乗

り
出
す
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
日

本
で
も
注
目
さ
れ
始
め
、
北
海

道
銀
行
が
主
導
し
て
来
春
、
北

海
道
の
農
業
法
人
な
ど
が
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
郊
外
で
約
千
諺
の
モ

デ
ル
農
場
を
開
設
、
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
牛
乳
な
ど
を
生

産
す
る
計
画
も
浮
上
し

て
い

る
。
（オ
ク
チ
ャ
ブ
リ
日
西
村
大
輔
）
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